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コンピュータによる予測技術の最前線
コンピュータの飛躍的な性能の向上によって、さまざまな現象をコンピュータの中で再現するシミュレーション技
術が、理工学に新しい視点をもたらしています。また、近年ではデータの学習という形で情報処理を行い、そこから
有益な知見を得る機械学習もさまざまな分野で注目されています。これらの技術の現状から新しい理工学の姿に
ついて考えてみましょう。

－コンピュータ利用によって開かれた理工学における新しい視点 －

第❶回 8月28日月

横浜国立大学 大学院  
工学研究院
教授

于　　強

シミュレーションによる
自動車開発のイノベーション

吊橋などの長い橋は風によって揺れることがあります。風の流れは目には見えませ
んが、この流れを調べることで揺れの原因を理解することが可能となります。近年
のコンピュータや解析技術の発達によって、風の流れを計算することが可能となって
います。本講座では、橋の揺れを引き起こす風の流れの解析技術と応用例について
紹介します。

これまでは自動車の開発と設計の効率化においてコンピュータシミュレーション技術が
大きな役割を果たしてきました。これからは自動車開発の更なる発展を実現するために、
効率化のみならず技術者のイノベーション能力の開発へのシミュレーション技術による
寄与も期待されています。本講座では新たな設計概念の確立や技術者がまだ理解しきれ
ていない複雑な設計問題のメカニズムの解明を支援するために開発されたシミュレー
ション技術とその応用事例などについて紹介します。さらに技術者のイノベーション能力
向上に関係する最先端の話題提供を行います。

17:00～18:00

読売新聞東京本社
編集局次長

長谷川　聖治

コンピューター科学の発展と社会
コンピューター科学の進歩で、近未来を予測する技術は確実に進化しています。特に人
工知能（ＡＩ）の普及はめざましいものがあり、新聞記事にＡＩの文字がでない日はないほど
です。病気のリスク、天気･災害などの身近なものから株価、消費需要、投票行動、好き嫌
いの感情まで、あらゆるものをＡＩなどで予測しようとする試みが始まっています。コン
ピューター科学に携わる人材不足が叫ばれている一方で、ＡＩの普及で職を奪われるとい
う懸念も指摘されています。コンピューター予測技術の今後について、メディアの視点か
ら皆さんと考えたいと思います。

16:00～17:00

横浜国立大学 大学院     
都市イノベーション研究院
教授

勝地　弘

橋を揺らす風の流れを調べる
18:00～19:00

第❸回 8月31日木

横浜国立大学 大学院 
環境情報研究院
教授

長尾　智晴

進化的機械学習

さまざまな工学技術が医療の高度化に貢献していますが、コンピュータシミュレー
ションの技術も例外ではありません。内臓の幾何学的モデルを生成する画像処理技
術と内臓の変形を力学的に模擬するシミュレーション技術によって実現した内視鏡
手術シミュレータを紹介するとともに、医学の視点からの工学技術に対する期待を
語ります。

近年話題のディープラーニング（深層学習）などの統計的機械学習を超える性能を
もつ次世代の機械学習が“進化的機械学習”です。進化的機械学習では、機械自らが
問題の解き方を考えます。本講座では進化的機械学習の原理と応用について平易に
解説します。また、YNU「人工知能」研究拠点の活動も併せてご紹介します。

17:00～18:00

横浜市立大学医学部
泌尿器科
准教授

槙山　和秀

医工連携による内視鏡手術
シミュレータの開発

18:00～19:00

第❷回 8月29日火

横浜国立大学 大学院  
工学研究院
教授

大野かおる

物質を自在に設計する計算技術

魚は水の中を自由自在に泳ぎ、時には水面を跳躍しながら遊泳します。皆さんにも
経験があると思いますが、水中では水の抵抗が大きいため素早く動くことは簡単で
はありません。では，なぜ魚はあれほど素早く泳ぐことが出来るのでしょうか。魚の
遊泳や跳躍に隠された秘密を、流れの科学と高度なコンピュータシミュレーション
により説明します。

万物は原子核と電子から構成されていて、原子の結びつきを担うのが電子です。
物質の性質を知るには、複雑な波動方程式を解いて物質中の電子の振る舞いを調
べる必要があります。より高機能で耐久性の強い新物質や希少元素代替材料など
の開発を目的として物質を自在に設計する、計算機マテリアルデザインの技術を紹
介します。

17:00～18:00

横浜国立大学 大学院 
環境情報研究院
准教授

白崎　実

魚の遊泳・跳躍の
コンピュータシミュレーション

18:00～19:00

●日　　程：2017年8月28日（月）・8月29日（火）・8月31日（木）
●場　　所：横浜国立大学　教育文化ホール　大集会室　　　●定　　員：200名
●受付期間：2017年6月1日（木）～8月18日（金）
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